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第 3号 様式 (第15条関係)

事 業 者 排 出 量 削 減 報 告 書 イ ″

山川産業株式会社 掛 津事業所長 半 田勝郎

注 1蕨 当する□には レ 印を記入してください。特定事業者以外の革装者の方はレ印の記入は不要で曳

2「 墓神年度Jと は計画期間の前年度を  「 目標年度Jと は計画期間の農終年度を、 「報告年度Jと l■計画期間のうち 今 回報告の対象となる年度をいいます。

3荘
替禁肇需拷ど手ぞ圭嘉芳姿富年倉盆菫窃質茅安暫脊凄整傘裏薯紀云会そこ浸骨隼督境妨撃需隻吾魚渥霊絡秀採a字ち直望蒻貴露安讐予今をあ結晶密奮秀干苫蕎室垢テ冷あ崇鏡爆縄だ錯縁督

専業所等の事舞活動に伴い発生する遠堂効果ガスをいいまえ

4 rそ の他の地球温暖化村療による返室効果メメの 1ヽ巌量事」の実績については 計 画獅間中の実績の昇計を記入 してください

(例)グ リーシ電力の購入による温室効果メスの高!滋実績が 18年 度 5ト ンで19年度10トンの場合  19年 度の報告書の実績については 18年 度 と 19年 度の実績を黒討 し15トンと記入

5「 を記事項Jに は 平 成 2年 凌 (1990年 度)を 基準 とした排出量の対比やエネルギー原単位銃 排出二 省 エネ製品開発など絶者の還室効果〃ス排出劇滅への貢献 グ リーン調達の採

用 特 定フ,ン などの条例指定外の遠室幼呆ガスの肖J滋などを配入 して ください。

京丹後市 網 野町 掛 津 630

京都府地球温暖化対策条例第 19条 の規定により提出します。

嬌疋事実君の

主たる業種

該当する事業
者要作 レ′泉都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に換算 して1,500キロリン トル以上))

「
晏聖夕撲譜豊揺塩翻

施行規則第10条第2号又は第3号該当事業

晶!し 替皆盈者亀凸ま十営ほ格晏螢:蜜 魯を者テi子十号
「

ぅ較便ゃ干
温暖化対策条例施行規則第10条第4号該当事業者 (その1

計 画 期 匿 平成 18幻F 4 月 ～  平 成 20 台F 3月

基 本 方 剣 代替エネルギーの利用、廃菜物の肖け滅、リサイクル、ツユースの推進 (環境マネージメントの推進)に より平成22年度までに半取17年慶其積

比 5e/a温室ガス削減を目標とする。

推 進 体 札 IS01 4 0 0 0認 証継続を前提 とした実施計画の策定、進捗管理体制の継続

只
瀬

置中的韓
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及

年 度 設備、対象、工程年 措 置 内 容

l a 除焼設備 隊料 として使用する重油を再資源あるいは再生可能な然料に代替 (舞状の 50%か ら60%に する)実 績 57%

般送系水槽 受水箱位置見直しにより可能な限 り市低差をなくす (自然薄下によるエネルギー,ス の低瞬)

作動系エアー 工色ごとの管理によるエアー漏れ鶴所の撰減 実績 エ アー原期 立の算出の開始

1 0 駆動系モータ 7587以上の動力機に低底進相ヨンデンサーの設置またはイン/ ―`ター化 実績 既 段排風器モータに1箇所新規設置

ス

舎

却貯
血

の 排出区分
養 宰 牛 反 (夫 槙 ,

(17)年 度
〈二酸化炭兼紫算く1))

日 楳 牛 反 (訴 円 ,

(19)年 度

(二酸化炭素換算 (1))
嘩調的

謡告年度 (実績,

(18)年 度
〈=強化炭葉換算 (t))

咋輔働A事 業所等排出区分 6,801 4 t 6211 9 t ‐87% 6325 7  t -699 %

B輸 送車両排 出区分 t t % t %

cそ の他排出区分 t t
6 6 t %

排出合計 `let‐午 t ,    4 2tl't 一よ、7% ,2夕、7 t ―̀?1%

その他の地採
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
奪

対策等の区分
目標年度 (計画) R告年度 (実績)

取超 工寧 (二酸化炭秦換算 (1 取捜 二年

卜の保全及び整備 く釜常面積 〈吸収二) t く整備面積! (吸収■) t

内産の木材の利用 仰 用 蚤) (削減的 ↓ lHl用量) (削激量) t

自然エネルギーを利用した
電力又は熱の供給

(売tと ) krt (割激D i (売電置) t,h (削減量) t

〈紳供給二 〔肖J減登〉 t (紳供給E (削済量) t

グリーン電力の購入 (購入曇) k7h (割滅■) t (購入 曇) k,h く削減工) t

削減重等合計 t t

差引排出長 基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 自」波車 (ll函) 報告年度 (実績) al浅筆 (期

AR61 4 t 卜を)―て0   6211 9  t 一承7% lt4)(es1               6325 7】 t -699X%

特 記 事 琴 来期より、一

したがつて訂

一中一弾一住一寺一ファクｉ

部工程が改修される間 (概お1年程度)使 用電力が100即程度減少する結果、エネルギー削蕩計画とは次元の異なる内容で,F出量がお 卜します。
画排出曇も減少します。
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